
２/2４（土）いただきますの森 防災イベント 共催について報告をします。

今回は環境政策課、防災課が主となり、いただきますの森が共催という形で防災イベントを開催しました。

前日の雨が嘘のように晴れ間が広がる中での開催でした。

防災イベントは 9時からスタートしました。

防災イベントへ参加された方は 約大人６人子ども２人でした。

いただきますの森から参加された方は 約大人７人子ども２人でした。

防災イベントは、いただきますの森にある防災施設についての説明を環境政策課の担当者より説明がありました。

防災倉庫の鍵の管理やどんな防災設備があるのか、防災設備の使い方等の説明がありました。

その後実際にかまどベンチ、非常用トイレの組立、設置等を参加された皆さんと共に行いました。

非常用トイレはまずテントを組み立てます。テントの骨組みを組立てたあとに上に天井となる天幕を被せて、側面の

横幕をつけてから最後に高さ調整を行います。

その後マンホールの開閉、便座の準備（組立、ビニールやガイド網の設置）、マンホールの上に調整プレートを広げ

その上に便座を設置、トイレットペーパーを設置して完成となります。

非常用トイレには車いす用の大きいものもあり、設置場所等参加された方でもっとこうしたらよいという意見もでま

した。

令和６年２月２４日 防災イベント 共催について報告をします。



水は非常用井戸水を使用してマンホールトイレを流す専用の大きなマンホールがあり、そこへ一定量の水を貯めます。

使用後はそこの栓を開けて水を流していきます。マンホールトイレの下水は水を流すために少し傾斜がついています。

いただきますの森では、火を起こしや炊き出し作業を（α米の準備としてお湯を沸かす、いた森の畑の野菜を入れた

味噌汁作り）行いました。参加された方からは美味しいや野菜が甘い等の感想を頂きました。

その後防災グッズの配布や実際に非常用トイレの使い方の実演やもしも東京で地震が起こった際には倒壊等の危険が

なければ自宅で避難してほしいと防災課の担当者より説明がありました。



お願いしているのは３日分の非常用準備をしてほしいとのことでした。

皆様もこの機会にご自宅での防災グッズを見直してみてはいかがでしょうか？

ご参加下さりました皆様、ありがとうございました。

【３月の作業予定について】 作業時間 9時～11時

火曜作業日：5日、12日（10 時半～12時）、19日、26日

土曜作業日：９日、23日を予定しております。

※雨天時の作業はありませんので、ご注意下さい。

いただきますの森の活動に興味のある方はぜひ下記までお気軽にお問合せ下さい。

メールアドレス：kunitachi.itamori@gmail.com

（文責：いただきますの森 プロジェクト 前川）
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